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軽油の免税申請する 

農家のみなさんへ 

農業の機械化によって、軽油の免税Iト請も年々増加

しており、この交付事務は年とともに多くなっており

ます。このままでは、軽油の需要期 (4,-5月）には

申請者がさっとうし、せつかくおいでになつても、当

日受理することが、できなくなることが予想されます

ので、つぎのとおり、申請の受付を行ない、免税証を

交付することになりましたから、ご協力願います。 

なお、指定日は厳守のうえ、証明書等は、早めにご

準備してください0 

準備す る 書類 

①免税軽油使用者証 

②農業委員会の発行する耕作証明書 

③印かん（共同中請の場合は全員の印かん） 

④ 12年中に使用者証の有効期限がきれる方は、市長

の発行する機械の所有証明書、また、あらたに免

税軽油の巾請される方、使用名証に記載してある

機眠と異なつた機械を所有した方は、機械店の発

行する売渡証明書を添付してください。 

当市の申請期間 

免税証の交付日 	3 月 6 日 

昭和33年9月1日第三種郵便物認可 

行
財
政
民
生

の
強
化
 

◇
健
全
行
財
政

の
確
立
◇

四
十
二
年
度
で
、

財
政
再
建

が
終
る
の
で
、

そ
れ
を
契
機
に

基
本
財
産
の
蓄
積
、
減
税
対
策

等
の
施
策
を
講
じ
、

職
員

の
能

率
向
上
、
窓
ロ

の
一
本
化
等

に

よ
つ
て
、

サ
ー
ビ

ス
の
徹
底

を

は
か
る
。
 

◇
社
会

福
祉
の
充
実
◇
 

児
童
館
の
増
設
、
福
祉
会
館

児
童
遊

園
、
少
年
公
園
等
の
充
 
 

実
、
整
備
に
よ

り
、
社
会
福
祉

の
増
進
を
は

か

る
。
 

◇
保
健
衛
 

生
活
動
 

の
推
進

◇
 

国
保

の
給
付

引
き
上
げ
、
老
 

人
、
乳
児
の
十
割
給
付
に
つ
と

め
る
。
 

ロ
ー
ド
パ
 
ッカ
ー
の
増
強
、
 

じ
ん
芥
処
理
場

の
建
設
を
は
か

る
。
 ◇

労

働

対
策

◇
 

出
稼
ぎ

労
働
者
の
健
全
就
労

農
業
の

経
営
合

理
化
に
よ
り
老

人
、
婦
人

の
過
重
労
働
の
軽
減

を
は
か
る
。
 

◇
市
民
の
生
命
財
産
 

安
全
対
策
 

◇
 

消
防
の
近
代
化
、
防
災
体
制

の
強
化
．
交
通
安
全
、
防
犯
対
 
 

策
の
強
化
に
よ
り
、
市
民
の
生

命
財
産
の
安
全
対
策
を
強
化
す

る
。
 

◇
住
宅
難
解
消
対
策
◇

第
四
次
の
公
営
住
宅
の
建

設

に
よ
り
、
勤
労
者
住
宅
難
の
解

消
を
は
か
る
。
 

産
業
経

済
の
振
興
 

◇
農

業
の

振
興

◇

農
業
構
造
改
善
事
業
を

主
体

に
、
土
地
基
盤
、
近
代
化
施
設

の
整
備
を
は
か

る
と
と
も
に
、
 

国
、
県
営
水
利
事
業
の
促
進
を

は
か
る
。
 

農
業
経
営
者
教
育
の
徹
底
と

新
農
業
研
究
所
の
充
実
に
よ
り

革
新
意
欲

の
向
上
を
は
か
る
。
 

市
営
災
害
復
旧
事
業

の
速
効

化
、
金
融
の
簡
易
化
と
拡
大
に

よ
り
、
経
営
経
済
の
緩
和
を
は

か
る
。
 

◇
商
工
業
の
振
興
◇
 

農
林
畜
産
物
の
加
工
、
農
業

関
連
サ
ー
ビ
ス
工
業
の
発
展
に

努
め
、
農
業
、
工
業
生
産
品

の

移
出
、
輸
出
に
よ
っ
て
、
経
済

圏
の
拡
大
を
は
か
る
。
 ま
た
鉱

業
関
連
産
業

の
振
興
と
、
中
堅

産
業

人
の
育
成
に
つ
と
め
る
。
 

教
育
文
化

の
振
興
 

◇
学
校
教
育
の
振
興
◇

学
校
予
算
の
増
額
、
年
次
計

画
に
よ
る
校
舎
の
不
燃
化
、
給

食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
等
に
つ

と
 
 

め
、
市
立
七
和
高
校

の
県
立
移

管
、
高
等
肴
護
学
院

の
整
備
充

実
に
つ
と
め
る
。
 

◇
社
会
教
育
お
よ

び
 

文
化
の
振
興
 

◇
 

青
少
年
、

婦
人
を
中
心
に
し

た
社
教
活
動
の

推
進
と
、

青
少

年
の
健
全
育
成

を
強
化
し
、

北

斗
運
動
広
場
を

拡
充
し
、

子
供

の
遊
び
場
の
確
保
、

市
民
体
育

施
設
の
充
実
を

は
か
る
。
 

市
立
図
書
館

の
充
実
、

博
物

館
の
開
設
、
文
化
団
体
の
育
成

郷
土
芸
能
、
文
化
財
等

の
保
護

保
存

に
よ
り
、
文
化

の
振
興

を

は
か
る
。
 

都
市
施
設
の

充
実
 

◇
都

市
計
 

画
◇
 

街
路
の
整
備
、
駅
舎
と
駅
前

広
場

の
建
設
、
市
民
公
園
の
整

備
、
防
災
緑
地
帯

の
吐m
成
等

に

よ
り
、
都
市
機
能
の
向

上
を
は

か
る
。
 

◇
新

道
路

計

画
◇

放
射
線
道
、
環
状
線
道
の

改

良
整
備
、
道
路
の
立
体
化
、

産

業
道
路

の
建
設
等

の
促
進
。
 

三
好
橋

の
早
期
建
設
促
進
、
 

乾
橋
上
流
に
新
橋
建
設

の
実
現

を
は
か
る
。
 

◇
下
水

道
の
起
工
促
進

◇
 

国
営
平
川
地
区
水
利

事
業
に

よ
る
市
内
堰
の
統
廃
合

を
推
進

し
、
下
水
道
施
設
の
促
進
を

は

か
る
。
 

市
政
基
本

方
針
 

所
得

と
生
活
条

件
の
向
上
 

当
市
は
、
こ
れ
ま

で
第

一
次
開
発
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
 

さ
ら
に
こ
れ
を
仕

上
げ
る

意
味
で
、

第
二
次
の
開
発

振
興
を

は

か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 そ
の
市

政
方
針
は
、
社
会
の
進
歩
に

対

応
で
き
る
よ
う
に
、

広
範
な
角

度
か
ら
検
討
し

た
長
期
の
総
合

開
発
計
画
を
樹

て
、
生
活
環
境
、

産
業
、

文
教
、
都
市
施
設
の

構
造
改
善
を
推
進
し
、

市
民
所
得
水

準
の
向
上

を
は
か
る

と
と

も
に
、

西
北
津
軽

の
軸
と
し

て
、
地
域
経
済
圏
を
確
立
し
、

地

域
へ

の
サ
ー
ビ

ス
供
給
基

地
の
使
命
達
成

に
努
め
る
。
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新しい保険者証は12月に配付 

JI‘、’ひ 

鷺 
着 

威 

わ
が
国
に
は
、
国
民
健
康
保

険
の
ほ
か

に
、
国
民
の
二
字
を

は
ぶ
い
た
健
康
保
険
が
あ
り
ま

す
。
健
康
保
険
は
、
官
公
庁
、
 

事
業
所
等
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
に

働
い
て
い
る
人
た
ち
を
対
象
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
国
民
健
康

保
険
は
、
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
人
た
ち
を
対
象

と
し
、
世
帯
を
単
位
と
す
る
地

城
の
健
康
保
険
で
す
。
 

五
所
川
原
市
の
国
保
事
業
は

加
入
世
帯
数
七
千
三
百
、
加
入

人
員

（
被
保
険
者
）
約
三
万
五

千
人
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
月
月
の
医
療
費
の
市

支
比
額
は
、
現
在
一
千
百
五
十

万
円
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
が
来
 
 

年
、
家
族
の
七
割
給
付
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
 月
月
の
支
出
は

一
千
五
百
万
円
程
度
に
な
る
も

の
と
推
計
さ
れ
、
年
間
の
医
療

費
だ
け
の
支
出
で
、
 一
億
八
千

万
円
以
上
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
 保

 
険
 
者
 

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

け
が
な
ど
の
よ
う
な
、
不
時
の

で
き
ご
と
に
備
え
る
た
め
の
制

度
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
保
険
の

形
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
 

そ
こ
で
、
保
険
と
い
う
形
で

こ
れ
を
お
こ
な
う
に
は
、
保
険
 
 

す
る
も
の
と
、
保
険
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
 

保
険
す
る
も
の
を
保
険
者
と

よ
び
、
保
険
さ
れ
る
も
の
を
被

保
険
者
と
い

っ
て
お
り
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
は

市
町
村
で
す
。
 つ
ま
り
、
市
町

村
が
、
国
民
健
康
保
険
の
経
営

主
体
と
な

っ
て
 
保
険税
（
料
）
 

を
集
め
た
り
、
保
険
給
付

（
医

療
費
の
支
払
）
を
お
こ
な
っ
て

行
く
の
で
す
。
 

被

保
険

者
 

五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
当

市
に
住
ん
で
い
る
方
全
部
で
す

た
だ
し
、
法
律
に
よ
っ
て
、
 

国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、
生

活
保
護
法
に
よ
っ
て
、
保
護
を

う
け
て
い
る
世
帯
の
方
た
ち
は

国
民
健
康
の
被
保
険
者
と
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
 

※
ま
す
。
）
ま
す
。
新
し
い
保
険
者
証
 

五
所
川
原
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
い
 

ま
ま
で
、
世
帯
主
だ
け
七
割
給
付
で
し
 

た
が
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
 

家
族
の
分
も
七
割
給
付
と
な
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
現
在
使
用
し
て
い
る
保
 

険
者
証
は
、
十
二
月
三
十
一
日
で
使
用
 

で
き
な
く
な
り
 
（無
効
の
告
示
を
し
※
 

は
、
十
二
月
中
に
み
な
さ
ま
の
お
手
も
 

と
に
配
付
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
い
ま
一
度
、
国
民
健
 

康
保
険
に
つ
い
て
復
習
し
て
み
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
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する顔に対し税りをめる割合を

示し市負坦の夫かさがわかる 
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．
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邪お 39 即 

(
 

療

養
給
付
 

（
現
 物
給
付

）
 

被
保
険
者
が
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
、
必
要
な
治
療
を
う

け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
を
療
養
の
給
付
と
い
つ

て
、
も

つ
と
も
大
切
な
給
付
で

す
。
 

こ
の
療
養
給
付
は
、
そ
の
病

気
ゃ
け
が
が
な
お
る
ま
で
診
療

入
院
加
療
や
投
薬
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 こ
れ
を
現
物

給
付
と
い

っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
医

と
し
て
、
県
知
事
の
許
可
を
得

た
開
業
医
や
、
病
院
の
医
師
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
．
 

ど
こ
の
市
町
村
で
も
、
金
が

あ
り
余
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
保
険
の
治
療
を
う
け

た
と
き
は
、
そ
の
治
療
代
の

一

部
を
、
国
民
健
康
保
険
医
の
窓

口
で
、
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
収
入

は
、
保
険
税
、
そ
れ
に
国
庫
補

助
金
で
す
。
保
険
納
付
や
、
保

健
施
設
活
動
に
必
要
な
費
用
か

ら
国
庫
補
助
金
を
差
し
引
い
た

費
用
は
、
ど
う
し
て
も
、
保
険

税
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
に
、
必
要
な
保
険

税
の
総
額
を
計
算
し
、
こ
れ
を

そ
の
世
帯
の
所
得
割
、
資
産
割

被
保
険
者
数
割

（
均
等
割）
、
 

世
帯
割

（
平等
割
）
な
ど
加
味

し
て
、
世
帯
毎
に
算
出
し
ま
す

が
、
そ
の
割
合
（
税
率
）
は
、
 

市
の
議
会
で
決
議
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
税
法
に
よ
っ
て
低
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ

た
率
に
よ
っ
て
、
減
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
て
、
き
ま
っ
た
保
険
 
 

お
り
ま
す
。
 こ
れ
を
、
 一
部
負

担
金
と
い

っ
て
お
り
ま
す
し

五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
一
部
負
担
割
合
は

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

全
員
三
割
に
な
る
か
け
で
す
。
 

療
 
養
 
費
 

（現
 
金
 
給
 
付
）
 

き
ん
急
ゃ
む
を
得
な
い
理
由

で
、
国
民
健
康
保
険
医
で
な
い

医
師
に
診
療
を
う
け
た
り
、
保

険
者
証
を
持
っ
て
行
か
な
い
た

め
、
全
額
診
療
費
を
微
収
さ
れ

た
り
、
ま
た
は
、
整
骨
院
等
に
 

病
気
や
け
が
の
治
療
は
、
事

後
の
救
済
で
あ
つ
て
、
や
は
り

予
防
が
大
切
で
す
。
 

一
人
一
人
が
病
気
に
注
意
し

て
、
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
一

番
よ
い
わ
け
で
す
が
、
知
ら
ず
 

税
は
、
世
帯
主
に
納
付
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。
 

受
療
し
た
場
合
は
、
保
険
で
診

療
を
う
け
た
基
準
で
計
算
さ
れ

た
額
か
ら
、
 一
部
負
担
金
を
差

し
引
い
た
額
を
、
世
帯
主
の
中

請
に
も
と
づ
い
て
、
現
金
で
被

保
険
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
を
、
現
金
給
付
と
い
つ

て
、
市
役
所
保
険
課
で
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
 

そ
 
の
 
他
 

保
険
者
が
任
意
給
付
す
る
も

の
と
し
て
、
被
保
険
者
が
お
産

を
し
た
場
合
、
助
産
費
と
し
て

二
千
円
、
被
保
険
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
葬
祭
を
お
こ
な

っ
た
方
に
対
し
て
葬
祭
費
二
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

知
ら
ず
の
う
ち
に
病
気
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
健
康
相
談
や
、
予
防
活
動

を
し
た
り
、
栄
養
指
導
等
、
予

防
衛
生
の
た
め
、
市
で
は
保
健

婦
を
お
い
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
少
な
い
人
員
で
、
手
の
ま

わ
り
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
ず

が
、
 一
生
け
ん
命
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
 こ
れ
を
保
健
施
設
活

動
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
 

被
保
除
者
の
資
格
の
移
動
は

給
付
や
、
保
険
税
に
大
き
な
関

係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

に
と
く
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

転
出
、
転
入
、
出
生
、
死
亡

お
よ
ぴ
他
の
社
会
保
険

へ
の
加

入
、
脱
退
等
、
い
ず
れ
の
場
合

で
も
、
十
日
以
内
に
そ
の
世
帯

主
が
．
届
出
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
 

昭
和
四
十
二
年

一
月
一
日
か

ら
、
全
員
七
割
給
付
と
す
る
た

め
、
新
し
い
保
険
者
証
を
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
ま
す
が
、
現
在

使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
の

な
か
で
、
住
所
の
変
更
や
、
世

帯
内
に
移
動
の
あ
る
方
は
、
印

か
ん
を
お
持
ち
に
な

っ
て
、
市

役
所
保
険
課
ま
で
、
届
出
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
新
し
い
保
険
者
証
は

行
政
連
絡
を
通
じ
て
、
十
二
月

中
旬
か
ら
末
ま
で
に
、
皆
さ
ん

の
お
手
も
と
に
届
く
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。
 

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
の

こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

一
蕪綴
織
綴麟
麟
競
一
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◇対 象 者 

①昭和40年 8 月 1 日から昭和41年 8 月20日までに生れた乳幼児… (3回） 

②昭和40年 7 月30日以前に生まれ、まだ接種していない乳幼児… (3回） 

③追加免疫をうける乳幼児（今年の 1 月までに、百日咳と、ジフテリア の

予防接種を 3 回うけた乳幼児… (1回） 

◇料 金 

1 人 1 回につき30円 （生活保護世帯の赤ちゃんは無料） 

◇日時 と 場所 

地 区 	場 所 	1 回目 	2 回目 	3 回目 	時 間 

予 防 接 種 

百日咳．ジフテリャ混合 

和

島
詰
好
 

橋
川
内
曲
 

栄
 
市
 

七
松
飯

三
 
長

中
旧
小
 

梅 沢 梅沢支所 n月24日 12月巧日 1 月相日 13時～15時
毘沙門 毘沙門小 H月24日 12月15日 1 月旧日 13時～14時
七 和 七和支所 11月24日 12月15日 1 月旧日 10時～12時
松 島 松島支所 H月25日 12月16日 1 月1旧 13時～15時
飯 詰 飯詰支所 H月25日 12月16日 1 月11日 13時～15時
三 好 三好診療所 n月25日 12月16日 1 月H日 10時～12時 

栄 	栄 支 所 11月29日 12月20日 1 月12日 	13時～15時 
長 橋 長橋診療所 n月29日 12月20日 1 月12日 10時～12時
中 川 中川診療所 n月29日 12月20日 1 月12日 13時～巧時 

中央公民館 12月 1 日 12月32日 1 月13日 13時～15時 

◇ご都合のよい場所でうけても結構です。 

◇母子手帳はお忘れなく、持参ねがいます。 

市政ニユース ④
 

年
金
額

が
引

き
 

上
げ
ぢ

れ

ま
す
 

◇
老
令
年
金
…
保
険
料
を
二
十

五
年
納
付
し
た
場
合
に
、
毎

月
五
千
円
 

◇
障
害
年
金
…
保
険
料
を

一
年

以
上
納
付
し
て
い
る
場
合
に

毎
月
五
千
円
、
障
害
の
程
度

が
一
級
以
上
の
と
き
は
、
こ

の
額
に
月
千
円
加
算
 

◇
母
子
年
金
（
準
母
）
…
保
険

料
を

一
年
以
上
納
付
し
て
い

る
場
合
に
、
毎
月
五
千
円
、
 

（
子
二
人
）
。
 子
供

一
人
増

す
ご
と
に
、
こ
の
額
に
月
四

百
円
加
算
 

◇
遺
児
年
金

i
保
険
料
を

一
年

以
上
納
付
し
て
い
る
場
合
に

毎
月
二
千
五
百
円
、
子
供
一

人
増
す
ご
と
に
、
こ
の
額
に

月
四
百
円
加
算
 

◇
す
で
に
年
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人
た
ち
に
は
、
来
年

一

月
分
か
ら
、
こ
の
引
き
上
げ
ら

れ
た
年
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す

◇
保
険
料
も
、
二
十
才
ー
三
十

四
才
が
月
額
二
百
円
、
三
十
五

才
ー
五
十
九
才
が
月
額
二
百
五

十
円
と
、
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
す
 
 

る
支
給
制
限
限
度
額
を
、
七

十

一
万
六
千
四
百
円
か
ら
八

十
一
万
七
千
五
百
円
（
扶
養

親
族
五
人
の
場
合
）
に
 

第 1回市民映画会 
全国高校総体の『躍動する若人』 

『松島団地』 

, 1。Fl 。ロ ①午後 2 時
と き '2月 2 日※ニ疑言護
し C I‘ノJ こ H ②午後 6 時 

ところ 市民文化会館 ホール

入 場 無 料 

「
県
木
』
の
苗
木
 

を
配
付
L
ま
す
 

こ
の
ほ
ど
、
県
を
代
表
す
る

樹
木
と
し
て
 
『
ヒバ
』
が
き
ま

り
ま
し
た
。
 

県
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
、
 

環
境
緑
化
用
と
し
て
苗
木
（
苗

長
三
十

ー
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
を
配
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
農

林
商
工
課
ま
で
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
苗
木
は
環
境
緑
化
用

で
す
か
ら
、
官
公
庁
等
公
共
の

建
物
周
辺
の
緑
化
に
限
り
ま
す
 

福
祉

年
金
 

◇
年
金
額
が
、
 一
律
に
二
千
四

百
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

老
令
福
祉
年
金
…
月
額
千
三

百
円
か
ら
千
五
百
円
に
 

障
害
福
祉
年
金
…
月
額
二
千

円
か
ら
二
千
四
百
円
に
 

母
子
（
準
母
）
福
祉
年
金

・
・
・

月
額
千
五
百
円
か
ら
千
七

百
円
に
 

◇
支
給
制
限
が
ゆ
る
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

O
受
給
者
本
人
の
支
給
制
限

限
度
額
を
、
二
十
二
万
円
か

ら
二
十
四
万
円
に
 

〇
障
害
福
祉
年
金
の
受
給
権

者
の
、
配
偶
者
に
よ
る
支
給

制
限
を
、
受
給
権
者
の
扶
養

義
務
者
の
所
得
の
制
限
に

〇
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
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